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牧場に行ったよ。牛に餌をあげたよ。牛乳が美味しかったよ。

　 令和７年度

「牛乳大好き！絵画コンクール」受賞作品



　

６
月
は『
牛
乳
月
間
』、６
月
１
日
は『
牛

乳
の
日
』
と
定
め
ら
れ
て
い
て
、
全
国
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費

拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

お
か
や
ま
酪
農
業
協
同
組
合
で
は
毎
年

６
月
に
お
か
ら
く
青
年
部
・
女
性
部
、
檜

尾
組
合
長
ら
７
名
が
岡
山
県
庁
を
表
敬
訪

　

ま
た
、
毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
夕
方

の
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
前
で
の
街
宣
活
動
も
行
い

ま
し
た
。
岡
山
県
畜
産
課
・
中
販
連
・
県

内
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
な
ど
関
係
者
の
応
援

を
い
た
だ
き
、
消
費
拡
大
の
チ
ラ
シ
１
，

０
０
０
枚
と
Ａ
２
牛
乳
を
無
償
配
布
。
小

雨
の
降
る
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年

も
あ
っ
と
い
う
間
に
配
り
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
夏
に
向
け
、
理
解

醸
成
活
動
の
中
で
牛
乳
を
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（

生
乳
課
）

問
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
岡
山
県
酪
農
乳

業
協
会
の
藤
本
篤
副
会
長
も
加
わ
っ
て
い

た
だ
き
、
県
産
牛
乳
と
乳
製
品
の
美
味
し

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
牛
乳
の
消
費
拡
大
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

知
事
室
で
は
、
伊
原
木
隆
太
知
事
へ
檜

尾
組
合
長
が
表
敬
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
、
小

橋
青
年
部
委
員
長
は
県
産
の
牛
乳
・
乳
製

伊原木知事を囲んで

集合写真 街宣活動

牛乳乳製品の詰め合わせ

品
詰
合
せ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
富
女
性
部
委
員
長

か
ら
「
酪
農
家
が
一
生
懸
命
生

産
し
た
牛
乳
を
普
及
さ
せ
る
た

め
、
県
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

１
８
０
㎖
の
県
産
牛
乳
３
，

０
０
０
本
、
県
産
生
乳
を
利
用

し
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
２
，０
０
０

個
の
目
録
を
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
伊
原
木
知
事
に
も

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
柄
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
着
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
知

事
か
ら
「
牛
乳
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
ん
な
乳
製
品
に
形
を
変
え

て
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
。

県
と
し
て
も
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
」
と
力
強
い
激
励

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
６
月
牛
乳
月
間
」Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

県
産
牛
乳
・
県
産
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
県
に
贈
呈
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令
和
８
年
度
上
期
乳
用
牛
体
格
審
査
報
告

　

令
和
８
年
度
上
期
牛
群
審
査
お
よ
び
後

代
検
定
娘
牛
に
関
わ
る
体
型
調
査
が
５
月

13
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
（
一
社
）
日
本

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会　

高
橋
貞
光
審

査
員
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
審
査
で
は
、
牛
群
審
査
８
戸

１
２
２
頭
、
体
型
調
査
12
戸
81
頭
、
合
計

２
０
３
頭
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

牛
群
審
査
で
は
、
岡
山
市　

妹
尾
優
佳

さ
ん
所
有
「
ヒ
ー
ル
ク
レ
ス
ト　

ハ
イ

オ
ク
デ
リ
ア　

５
Ｅ
」・「
ヒ
ー
ル
ク
レ

ス
ト　

マ
ウ
イ　

ブ
チ
コ　

フ
タ
ゴ
」・

「
ヒ
ー
ル
ク
レ
ス
ト　

エ
コ
リ
ー
フ　

ス

タ
ー
」、
真
庭
市　

長
恒
泰
裕
さ
ん
所
有

「
ロ
ン
ゲ
ス
ト　

Ｍ
Ｓ　

ジ
ヤ
コ
ビ
ー　

リ
コ
ラ
イ
ス
」、
岡
山
市　

有
安
力
さ
ん

所
有
「
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｅ　

エ
ボ
ニ
ー　

エ
ク

シ
ー　

ク
ラ
ツ
チ　

エ
ル
メ
シ
ア　

Ｅ

Ｔ
」、真
庭
市　

丸
山
昭
博
さ
ん
所
有
「
Ｓ

Ｒ
Ｊ　

ワ
ン
ダ
バ
イ
ン　

フ
イ
ズ
」
が
91

点
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
審
査
頭
数
が
少
な
い
中
、
高
得

点
の
牛
が
多
数
誕
生
し
ま
し
た
。
各
農
場

に
お
け
る
乳
用
牛
改
良
へ
の
熱
意
や
日
頃

の
努
力
が
、
着
実
に
成
果
と
し
て
表
れ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
る
審
査
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
高
得
点
を
獲
得
し
た
牛
に
つ

き
ま
し
て
は
、別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

審
査
お
よ
び
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
組
合
員
の
皆
様
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
の
審
査
の
際
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（生

産
支
援
課
）

令和８年度上期牛群審査成績高得点牛
ホルスタイン種
市町村 所有者氏名 名　　　　　　　　号 年　齢 決定得点
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　ハイオクデリア　５Ｅ 5-05 91（EX-2E）
真庭市 ㈲長恒牧場 ロンゲスト　ＭＳ　ジヤコビー　リコライス 6-06 91（EX-2E）
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　マウイ　ブチコ　フタゴ 6-08 91（EX-2E）
岡山市 有 安 　 力 ＡＬＩＣＥ　エボニー　エクシー　クラツチ　エルメシア　ＥＴ 6-09 91（EX-2E）
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　エコリーフ　スター 7-00 91（EX-2E）
真庭市 ㈲長恒牧場 ロンゲスト　ビユーテイー　ラムダ　ローガン 4-07 90
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　カスタード　フラワー 4-08 90
真庭市 ㈲長恒牧場 ロンゲスト　デリア　ドツク　インバイト 5-07 90
真庭市 ㈲長恒牧場 ロンゲスト　プレース　タトウー　インパルス 7-01 90
岡山市 有 安 　 力 ＡＬＩＣＥ　ジユリエツト　ロートラスト　ジルコン　ＥＴ 7-08 90（EX-2E）
真庭市 ㈲長恒牧場 ロンゲスト　ＦＦ　チーフ　タブ 4-06 89
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　ニツク　サーテインベル 4-07 89
真庭市 ㈲長恒牧場 ロンゲスト　ミソノ　ジエダイ 4-11 89
真庭市 （公財）中国四国酪農大学校 カヤベ　セイエラ　サマーフエスト　レイニー 5-00 89
真庭市 ㈲長恒牧場 ロンゲスト　バージニア　オリオン　ウーマン 5-02 89
真庭市 （公財）中国四国酪農大学校 カヤベ　パンダ　キングドツク　マチルダ 5-06 89
岡山市 有 安 　 力 ＯＡＣ　キアリス　デクラン　キヤナル　キヤロツトＫ　ＥＴ 5-06 89
真庭市 （公財）中国四国酪農大学校 カヤベ　プライド　シルバー　クレソン 5-08 89
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　オリオン　セジス 5-08 89
真庭市 （公財）中国四国酪農大学校 カヤベ　パンダ　シルバー　オンブル 6-05 89
ジャージー種
市町村 所有者氏名 名　　　　　　　　号 年　齢 決定得点
真庭市 丸 山 昭 博 ＳＲＪ　ワンダバイン　フイズ 8-06 91
真庭市 （公財）中国四国酪農大学校 カヤベ　ゼニス　オンタイム　リデイア　ＥＴ 6-11 90
初産で85点
市町村 所有者氏名 名　　　　　　　　号 年　齢 決定得点
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　ラデイオ　ケイ 2-03 85

審査のようす
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
７
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

７
月
の
採
卵
計
画
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や
よ

り
詳
細
な
情
報
が
必
要

な
場
合
は
、
最
寄
り
の

家
畜
保
健
衛
生
所
、
受

精
卵
移
植
師
の
方
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
在

庫
卵
も
各
種
多
数
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
能
力
評
価
を

牛
群
検
定
成
績
か
ら
行

う
た
め
、
検
定
参
加
農

家
の
方
を
譲
渡
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定
日

や
交
配
予
定
種
雄
牛
に

つ
い
て
は
、
急
遽
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

次
回
の
採
卵
は
８
月

５
日
㈬
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

※
ご
要
望
・
ご
意
見
等

あ
り
ま
し
た
ら
、
畜

産
研
究
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【優良牛】（選別性判別無し＠32,560、雌判別@43,450） 供卵牛の遺伝能力評価等 採卵予定日

♀：ＯＡＣ　キング　オーバー　キユーポラ　キヤロツトＫ　ＥＴ
登録番号：13951 7411 6
特徴：小柄で扱いやすく、産乳能力や乳成分に

優れる

７／９

♂：トウルーパー（614H15179）米国６位
特徴：乳器や肢蹄に優れる
　　　長命連産効果の改善に期待！

総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

3148

235

100

1%

1%

4%

42% 15

20372
42%

42%
58168

0
20
40
60
80

100

６月～９月の受精卵移植は、生乳暑熱対応推進緊急対策事業の夏季受精卵移植への奨励金交付対象となりま
す。（１頭２回まで、＠10,000）
事業の詳細は、おかやま酪農協へお問い合わせください。
在庫卵情報（優良牛、ダイレクト凍結卵） Ｒ８年５月末時点

採卵牛 総合指数 順位 系統 種雄牛 TPI NTP 在庫数

ウルル
1390973202

3261 １％ ウエストジエツト

エンパワー（♀） 629H20939 3080 － 6

　 　 トウルーパー（♀） 614H15179 3277 3662 3

キヤツプ
1509873645 3121 １％ キヤメロン パースーツ（♀） 777H11186 3043 3162 4

リア
1390973165 2968 ３％ リラＺ トウルーパー（♀） 614H15179 3277 3662 4

キルト
1354871971 2950 ４％ キヤロツトＫ レツチワース（♀） 550H16110 3155 3048 4

キヤスト
1354972036 2935 ４％ キヤメロン デデイケート（♀） 551H3590 2991 2756 3

全て選別精液（♀）使用、ダイレクト凍結卵
その他、性判別♀卵（クライオトップ）、一般牛卵もありますのでお問い合わせください。
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　いつもお世話になっております。黄砂が終わり、梅雨も終盤に近づき、あっという間にほぼ夏です。
昔はここまで暑くなるなんて考えもしませんでした。世の中がシンプルだったのでしょうか？
　酪農業界にバーンクリーナー、パイプラインという画期的な機械が導入されて多頭化が始まってほぼ
半世紀が経ちます。おかげで家族経営での飼養頭数も一気に伸び、代わりに糞処理との闘い（？）も始
まりました。
※間に、自動給餌機が普及し、乳牛の高能力化に伴う配合飼料の増給から人の労働過多を解消すること
もありました。楽になりましたね。
あなたは何㎏の配合を与えていますか？…「記帳」・「計量」・「観察」
　「この牛配合何㎏やってますか？」って伺うと意外と「何㎏だよ！」って答えていただけます。もち
ろんそれはとても良いことですが、それは本当に合っていますか？
　これは牧場によくあるフィードスコップですが、手前が使用中の使い込んだ品。奥が新品です。
　試しにすくっていただくと

という結果になりました。見た目にも大きくちびたフィード
スコップと新品では実際に牛に与える量が大きく異なりま
す。

①一杯は決して１㎏ではありません。
②そして、スコップの形上、気持ちは半分ですくった場合、今度は新品とそれほど差がないのです。

使用中の0.5杯は期待した0.5㎏という結果となりませんでした。
　あなたの牧場ではいかがでしょうか？そして使う人が変わっても一緒ですか？
自動給餌機の功罪
　乳牛の遺伝的潜在能力が飛躍的に伸びた25年程前、その乳量と反対に低下する乳脂肪率に対応するた
め画期的な機械が多く日本の現場に入ってきました。配合飼料の自動給餌機です。当時、配合飼料の少
量多回給餌と昼の濃厚飼料給餌から酪農家を開放するヒーローでした。機械なので誤差も出てきますが
お父さんとお母さんで「盛りがずいぶん違うなー、今日と昨日で急に増えたな！」なんてことはおきま
せん。でも、粗飼料を食べていようが糞が緩すぎようが濃厚飼料を同じように給与する悪役（ヒール）
でもありました。ひょっとして、分娩後の濃厚飼料増給時に摂取量の鈍化や事故が、毎年繰り返されて
いませんか？ 

①本当に配合量が頂点に達するあたりはよく注意するか、牛の状態を見ながら手動で増給する方が安
心です。

②たまには機械のキャリブレーションをチェックしましょう。
基本は「数字に囚われることなかれ」です。
　前述した「記帳」・「計量」・「観察」に反しているように思われるかもしれませんが、実際の牧場では
数字に囚われた飼養管理は非常に危険な物となります。普段訪問させていただく中で「何㎏給与されて
いますか？」という問いをさせていただきますが、残念なことに正確であることはめったにありません。
前述のように給餌スコップ１杯は１㎏、バケツ１杯は５㎏、スコップ１杯は10㎏というのがよく聞く数
字ですが、給与もこの数字を前提に行われていることがよくあります。しかし、実際の作業においては
通常の給餌スコップは配合なら1.3～1.4㎏、ビートなら1.5㎏くらい乗ることが普通であり、牛の口先に
給与される量と頭に思っている量とでは相当な差があります。
　でも、弁当屋のご飯を盛る人ではありませんが、普段の給餌については「酪農家の毎日同じ」感覚と
いうのは驚嘆すべきものがあります。同じ１杯１杯の繰り返しは非常に正確で、日々変わったり牛によっ

貴方の牛は何を何キロ食べていますか？
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　中四国事務所　大畠　達夫

新品 使用中

摺り切り一杯 １.５kg １.０㎏

０.５杯 ０.８kg ０.７kg
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て変わったりすることはありません。そんな日々の飼養管理の中で重要になってくるのは自分の牛が
太ってきてるのか痩せてきてるのか？の把握であり、自分は給与量を増やしてるのか減らしてるのか？
の認識です。
　それに私は身長170㎝　62㎏の中肉中背ですが食事は大概の人より遙かに大食いです。最近の飼料計
算ソフトはいろいろな要素を入力でき、昔に較べればはるかに正確なシミュレーションを行えるように
なりましたが、それは群管理により『個体』の特長を無視した上でのシミュレーションであり、未だつ
なぎ牛舎で考える１頭１頭の管理では力不足な部分が多々あります。
「給与量増減の決定は一人」
　もちろん牧場における作業分担もあって、一人が濃厚飼料のすべてを給与することは非常に困難で
す。その場合はいかに他の人に濃厚飼料の給与量を伝えるかが肝要になります。しかし、『お父さんも
増給する、奥さんも増給する結果、最終的にどのくらい増給したか把握できない』という例は実際に見
受けられます。そのため変化の決定者はできるだけ一人にして、他の人はその指示に従うことが牛の安
定につながります。また、他の作業者からは逆に「糞の状態」、「残滓の多少」、「餌への食いつき具合」、
「反芻や立ち座りの状況」等をどれだけ日々タイムリーに正確に伝えられるかが非常に重要になります。

　また、基礎的な単味飼料・乳配・サプリメントの３品を使うことはよくありますが増減を行う時には
全部を同時に変化させないようにします。複数の変化を同時に牛に与えると効果は良くも悪くも劇的に
出ますが、なにが原因で理由なのかがさっぱり分からないままになります。
　何をいかに変化させて結果がどうなったかをいかに把握できるかが勝負となります。量の増減は１種
類ずつ行いましょう。

　

６
月
６
日
、
お
か
や
ま
酪
農
協
本
所
に
加
藤

勝
信
衆
議
院
議
員
を
お
招
き
し
、
岡
山
県
酪
農

政
治
連
盟
役
員
・
委
員
28
名
出
席
の
も
と
議
員

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
三
宅
委
員
長
よ
り
、
国
・

県
・
市
町
村
か
ら
の
飼
料
高
騰
対
策
支
援
に
つ

い
て
お
礼
を
述
べ
、
改
正
畜
安
法
の
見
直
し
・

高
校
生
へ
牛
乳
提
供
に
協
力
要
請
を
含
め
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
次
い
で
、
お
か
や
ま
酪
農
協

檜
尾
組
合
長
か
ら
、
岡
山
県
の
酪
農
情
勢
を
含

め
た
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

加
藤
勝
信
衆
議
院
議
員
か
ら
、「
改
正
畜
安

法
の
矛
盾
は
理
解
し
て
い
る
。
法
改
正
の
中
で

矛
盾
が
生
じ
た
個
所
は
修
正
し
て
い
き
た
い
。

地
方
の
人
口
減
少
が
急
速
に
進
む
中
、
地
域
経

済
や
環
境
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く
べ
き

か
対
応
し
た
い
」と
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
参
加
者
か
ら
以
下
の
要
請
や

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

「
食
品
消
費
税
の
減
税
の
趣
旨
は
理
解
す
る

が
、
消
費
税
の
扱
い
が
変
わ
る
と
畜
産
農
家
は

資
金
繰
り
が
厳
し
く
な
る
。
資
金
繰
り
に
配
慮

し
た
措
置
を
お
願
い
し
た
い
」

「
新
規
就
農
や
第
三
者
継
承
が
し
や
す
い
環

境
、
後
押
し
に
必
要
な
資
金
対
応
の
検
討
を
お

願
い
し
た
い
」

「
牧
草
ロ
ー
ル
の
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
等
の
資
材

が
入
手
で
き
な
い
。
政
府
は
目
詰
ま
り
を
解
消

す
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
取
り
組
み

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」

「
配
合
飼
料
安
定
基
金
制
度
の
見
直
し
を
お
願

い
し
た
い
」

「
生
産
コ
ス
ト
上
昇
分
を
国
が
直
接
支
援
し
て

ほ
し
い
」

「
借
入
金
返
済
が
厳
し
い
。
金
利
減
免
や
返
済

期
間
延
長
の
制
度
は
あ
る
が
、
も
っ
と
利
用
し

や
す
く
し
て
ほ
し
い
」

「
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
は
国
と
し
て
第
1
次
産
業

に
助
成
を
す
る
た
め
の
事
業
の
は
ず
な
の
に
、

要
件
が
厳
し
す
ぎ
る
。
要
件
の
緩
和
と
簡
素
化

を
お
願
い
し
た
い
」

「
成
分
・
品
質
を
確
認
す
る
た
め
の
機
械
製
造
・

修
繕
が
今
後
困
難
に
な
る
。
国
と
し
て
食
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
開
発
に
助
成
を
お
願
い
し

た
い
」

「
集
乳
車
、ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
保
改
修

が
必
要
と
な
る
が
、
助
成
事
業
の
要
件
と
し
て

合
理
化
が
必
要
と
な
る
。
随
時
合
理
化
を
行
っ

て
お
り
事
業
の
要
件
緩
和
を
お
願
い
し
た
い
」

　

加
藤
勝
信
衆
議
院
議
員
は
要
請
や
意
見
に
対

し
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
内
容
の
確
認
さ
れ
、
現
時

点
で
の
意
見
や
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２

時
間
の
研
修
会
は
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
議
員
懇
談

会
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
、
加
藤
勝
信
衆
議

院
議
員
、
岡
山
県
酪
政
連
委
員
の
皆
様
に
は
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
議
員
懇
談
会
開
催
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　皆さん、牛群検定情報の「赤ペンコメント」って知ってますか？
　家畜改良事業団は、毎月の結果を取りまとめ提供している検定成績表に、着目すべき点を示し、解説
を加えた「赤ペンコメント」の提供を令和６年４月から開始しています。
　「赤ペンコメント」を書き加えた成績表は、牛群検定成績を早く使いやすく提供するためのWebシス
テムを通じて提供されています。
【赤ペンコメントの概要】
　★都府県の牛群検定農家向けに、
　　　１．乳量の変化に着目した「乳量編」
　　　２．体細胞数に着目した「体細胞数編」
　　の２種類があります。
　　詳しくは、家畜改良事業団「LIAJニュース」下記のURLを参照）をご覧ください。
　　　URL:　https://x.gd/hoxN7 （乳量編）　　　https://x.gd/Zfdjf　（体細胞数編）
【閲覧方法】
　「繁殖台帳Webシステム」で閲覧できます。利用方法がわからない場合は、おからく事務所担当へお
尋ねください。

牛群検定「赤ペンコメント」を活用しよう!!
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５
月
18
日
、
岡
山
市
東
区
君
津
～
備
前

市
蕃
山
を
結
ぶ
岡
山
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
に
あ

る
「
道
の
駅 

黒
井
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
」

に
お
い
て
、
模
擬
牛
搾
乳
体
験
を
催
し
ま

し
た
。

　

心
配
し
て
い
た
天
気
は
、
朝
か
ら
快
晴

で
、夏
を
思
わ
せ
る
陽
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
ポ
ニ
ー
と
記
念
撮
影
を

す
る
コ
ー
ナ
ー
・
ヤ
ギ
や
ウ
サ
ギ
と
触
れ

合
い
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
等
が
あ
り
、
多

く
の
家
族
連
れ
が
動
物
と
の
触
れ
合
い
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

搾
乳
体
験
で
は
、
開
始
時
間
前
か
ら
体

験
す
る
子
ど
も
た
ち
が
、
お
そ
る
お
そ
る

模
擬
牛
の
体
に
触
れ
て
搾
乳
す
る
な
ど
、

普
段
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
気
温
が
上
昇
し
、

午
後
か
ら
の
来
場
者
は
今
一
歩
で
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
牛
に
は
角
が
あ

る
の
？
」「
角
を
切
る
と
き
は
痛
い
の
？
」

「
牛
の
お
尻
は
ど
こ
？
」「
ど
こ
ま
で
が

お
っ
ぱ
い
な
の
？
」「
前
の
お
っ
ぱ
い
の

と
こ
ろ
に
あ
る
硬
い
線
は
な
に
？
」
な

ど
、
熱
心
な
質
問
（
質
問
の
目
線
に
驚
い

た
）
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
「
牛
乳
を
飲
ん
で
ね
」
と
伝
え
る
と
、

「
牛
乳
大
好
き
！
」「
毎
日
、飲
ん
で
る
よ
」

と
返
し
て
く
れ
る
言
葉
が
嬉
し
く
て
、
暑

さ
も
吹
き
飛
び
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
を
通
し
て
、
牛
や
酪
農
・
牛

乳
に
つ
い
て
少
し
で
も
興
味
を
持
つ
き
っ

か
け
に
な
り
、
酪
農
へ
の
理
解
醸
成
・
消

費
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
い
た
し

ま
す
。

（
生
乳
課
）

道
の
駅 

黒
井
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で

「
模
擬
牛
搾
乳
体
験
」の
開
催

体験風景

目指せ！酪農家‼

　

岡
山
県
立
高
松
農
業
高
等
学
校
で
は
日

頃
か
ら
地
域
の
皆
様
と
の
関
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
農
作
物
や
加
工
品
の
販
売
活

動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、

畜
産
科
学
科
大
家
畜
専
攻
で
は
お
か
や
ま

酪
農
業
協
同
組
合
の
ご
協
力
の
も
と
、
牛

乳
の
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行

い
ま
い
し
た
。
４
月
25
日
に
本
校
で
行
わ

れ
た
ふ
れ
あ
い
市
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答

え
て
く
れ
た
先
着
２
０
０
名
の
方
々
に
牛

乳
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に

「
帰
り
に
牛
乳
を
買
っ
て
帰
ろ
う
」
と

い
っ
た
牛
乳
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
ご
意

見
も
い
た
だ
き
、
活
動
を
進
め
て
い
く
う

え
で
の
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
よ
り
よ
い
活
動
に
し
て
い
く
た
め
、

地
域
の
方
々
に
牛
乳
の
魅
力
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
岡
山
県
立
高
松
農
業
高
等
学
校
）

岡
山
県
立
高
松
農
業
高
校

春
の
ふ
れ
あ
い
市

酪農ブース全景

搾乳体験風景 本物の牛を触ってみた
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●

●

ひ

ろ

ば

　

私
は
週
末
、
実
家
の
葡
萄
畑
の
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
「
花
き
り
」
の
作
業
が

あ
り
、
１
房
ず
つ
状
態
を
確
認
し
な
が

ら
進
め
ま
す
。

　

花
き
り
は
、
こ
れ
か
ら
実
る
葡
萄
の

形
や
育
ち
方
を
整
え
る
大
切
な
工
程
で

す
。
地
道
な
作
業
で
す
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
簡
単
に
言
う
と
、
粒
を
大
き
く
育

て
、
よ
り
美
味
し
い
葡
萄
に
す
る
た
め

に
不
要
な
粒
を
取
り
除
い
て
い
き
ま

す
。

　

難
し
い
の
は
力
加
減
で
す
。
変
な
方

向
に
力
を
入
れ
た
り
、
無
理
に
引
っ

張
っ
た
り
す
る
と
、
枝
は
す
ぐ
に
折
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
枝
が
折
れ
る
と
収
量

が
減
っ
て
し
ま
う
た
め
、
常
に
緊
張
感

を
持
ち
な
が
ら
作
業
し
て
い
ま
す
。
日

や
時
間
に
よ
っ
て
差
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
時
期
は
１
日
に
お
よ
そ
３
０
０
〜

５
０
０
枝
を
処
理
し
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
農
作
業
中
に
時
間
を
忘

れ
て
没
頭
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
気
づ
け
ば
熱
中
症
の
よ
う
な
症
状

を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
か

ら
の
厳
し
い
暑
さ
に
備
え
て
、
こ
ま
め

な
水
分
補
給
と
適
度
な
休
憩
を
心
が
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
畑
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら

作
業
す
る
時
間
は
、
と
て
も
良
い
気
分

転
換
に
も
な
り
ま
す
。
週
に
１
度
ほ
ど

し
か
畑
の
よ
う
す
を
確
認
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
、
葡
萄
の
成
長
の
早
さ
に
は

毎
回
驚
か
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
美
味

し
い
葡
萄
が
育
っ
て
い
く
の
を
見
る
の

が
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

週
末
の
葡
萄
畑

備
南
事
務
所　

遠
藤　

健
嗣

作業前 作業後

　

５
月
25
日
放
送
の
『
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気

予
報
』
の
取
材
に
同
行
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
担
い
手
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
は
笠

岡
市
の
谷
本
博
之
さ
ん
・
翔
さ
ん
の
牧
場

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
全
酪
連
大
阪
支
所 

中
四
国
事
務
所
の
大
畠
達
夫
さ
ん
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
畠
さ
ん
は
愛
媛
県
出
身
で
、
岡
山
大

学
理
学
部
を
卒
業
後
は
農
業
先
進
国
で
あ

る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
牧
場
で
約
１
年
半
に
わ

た
り
酪
農
に
従
事
。
帰
国
後
、
兵
庫
県
内

の
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
を
経
て
、
平

成
11
年
に
全
酪
連
へ
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
の
業
務
に
つ
い
て
、
大
畠
さ
ん
は

「
牧
場
主
と
直
接
話
し
を
す
る
こ
と
が
仕

事
で
あ
り
、
相
談
を
受
け
た
際
は
全
酪
連

や
岡
山
県
、
お
か
ら
く
な
ど
関
係
機
関
の

知
識
を
活
用
し
な
が
ら
、
生
産
者
へ
つ
な

い
で
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で
の
酪
農
経
験

も
現
在
の
業
務
に
役
立
っ
て
い
る
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
の
訪
問
先
の
谷
本
翔
さ

ん
は
「
牧
場
主
よ
り
も
牛
の
状
態
を
把
握

し
て
く
れ
て
い
る
。
飼
料
の
こ
と
だ
け
に

限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
提
案
し
て

も
ら
い
、
大
変
助
か
っ
て
い
る
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

生
産
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
丁
寧
に

支
援
さ
れ
て
い
る
姿
勢
が
印
象
的
で
し

た
。
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　

改
め
ま
し
て
、
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（生

乳
課
）

　

番
組
で
は
、
曜
日
に
よ
り
テ
ー
マ
を
決

め
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

・
月
曜
日　

担
い
手
・
Ｊ
Ａ
職
員
紹
介
・

高
校
生
の
紹
介

・
火
曜
日　

農
畜
産
物
の
紹
介

・
水
曜
日　

火
曜
日
に
紹
介
し
た
農
畜
産

物
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介
・

栄
養
士
に
よ
る
料
理
・
栄
養

等
の
紹
介

・
木
曜
日　

Ｊ
Ａ
活
動
紹
介
・
市
町
村
の

紹
介

・
金
曜
日　

直
売
所
・
イ
ベ
ン
ト
紹
介

　

搾
乳
等
お
忙
し
い
時
間
帯
の
放
送
に
な

り
ま
す
が
、
ご
都
合
の
つ
く
と
き
は
ぜ
ひ

観
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
取
材
に
も
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（左から）古米リポーター・谷本　翔さん・
大畠達夫さん・谷本博之さん

笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
が
や
っ
て
き
た
！

（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
テ
レ
ビ　

月
～
金　

18
時
50
分
よ
り
）

笑味ちゃん天気予報
YouTubeチャンネル
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事

報

理

会

告

　

令
和
８
年
４
月
30
日
、
第
３
１
２
回
理

事
会
を
理
事
９
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

檜
尾
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
７
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
７
年
度
３
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
出
資
減
口
に
つ
い
て

　

減
資
申
し
込
み
が
２
件
あ
り
、
酪
農
中

止
に
よ
る
出
資
減
口
の
申
し
込
み
の
た

め
、
や
む
な
く
承
認
し
た
。

○
令
和
７
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
事
業
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
内
容
を
協
議
し
、
承
認
し
た
。

○
事
業
年
度
当
初
の
理
事
会
附
議
事
項
に

つ
い
て

　

不
良
債
権
の
処
理
の
方
針
等
事
業
年
度

当
初
の
理
事
会
附
議
事
項
を
決
定
し
た
。

○
保
有
個
人
デ
ー
タ
等
の
開
示
等
に
関
す

る
手
続
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

保
有
個
人
デ
ー
タ
等
の
開
示
等
に
関
す

る
手
続
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
内
容

を
確
認
し
、
承
認
し
た
。

○
搾
乳
素
牛
導
入
対
策
事
業
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
度
も
搾
乳
素
牛
導
入
事
業
に

取
り
組
む
。
長
期
金
利
の
値
上
げ
の
た

め
、
貸
付
利
息
を
５
・
０
％
に
変
更
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
内
容
を
協
議
し
、
承
認

し
た
。

○
新
規
搾
乳
農
家
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

新
規
搾
乳
農
家
へ
の
資
金
対
応
に
つ
い

て
協
議
し
た
が
、
継
続
審
議
と
な
っ
た
。

○
准
組
合
員
加
入
希
望
者
へ
の
対
応
に
つ

い
て

　

准
組
合
員
加
入
希
望
者
へ
の
対
応
に
つ

い
て
内
容
を
協
議
し
た
。

○
報
告
事
項

　

第
４
四
半
期
苦
情
等
の
報
告
に
つ
い

て
、
今
後
の
会
議
及
び
第
14
回
総
会
の
開

催
に
つ
い
て
、
正
組
合
員
の
状
況
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

★材　料（４人分）
　牛乳……………………450㎖
　バター…………………30ｇ
　ズッキーニ……………１本
　トマト…………………１個
　小麦粉…………………35ｇ
　塩………………………少々
　こしょう………………少々
　コンソメ………………小さじ２
　春巻きの皮……………８枚
　オリーブオイル………大さじ２
　揚げ油…………………適量

夏野菜のクリームコロッケ風春巻き

令和7年度「牛乳・乳製品利用料理コンクール岡山県大会」優秀賞作品
岡山県立津山東高等学校1年　鈴木　心優さんのアイデアレシピ

★作り方
①フライパンでバターを溶かし、小麦粉を入れ、弱火
で炒める。

②温めた牛乳を少しずつ入れ、コンソメ・塩で味を調
える。

③ひと煮立ちしたら、こし器でこして粗熱を取る。

④ズッキーニを８㎝幅にして、適当な厚さに切る。

⑤フライパンにオリーブオイルをひき、ズッキーニを
焼き、塩・こしょうをする。

⑥トマトは種をとり、１㎝角に切る。

⑦春巻きの皮で、③・ズッキーニ・トマトを巻く。

⑧160℃の揚げ油で揚げたら完成。
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生乳販売量（令和8年度）

6，５００

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００
ｔ

購買取扱数量（令和8年度）生乳販売量（令和7年度） 購買取扱数量（令和7年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028
生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

３

３
４～３

４～３
３

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
受　託 飲　用 その他地 域 受託乳量（トン) 乳製品

６０４,００８
６,８５２,８６８

８,３６６
９０,８６７
３４７,３１２

２５８,９０７
３,２８３,１６６

６,９７０
８３,９７０
４８,３９６

１９４,１７０
１,８５１,４９２

１,２４６
５,６５３

１５２,９５６

１５０,９３１
１,７１８,１８１

１５０
１,２４３

１４５,９６０

99.3 
100.4 
98.0 
99.4 
99.9 

97.6 
98.5 
97.9 
99.1 
99.2 

99.8 
103.9 
104.7 
109.1 
98.1 

101.8 
100.4 
66.4 
85.1 
102.1 

,

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

４

４

４

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

５８９,５８４
　

８,２４９

３３６,４３１

２６３,３０３
　

７,０２６

５１,５５５

１７９,３５３
　

９８７

１４３,０８２

１４６,９２８
　

２３６

１４１,７９４

98.7 
　

97.4 

99.1 

98.0 
　

97.9 

100.6 

97.9 
　

89.2 

96.6 

101.1 
　

131.1 

101.1 

5,080
5,131

8.249
8,465

　

５
月
に
つ
い
て
は
、
夏
分
娩
中
心
と
な
り
出
回
り
頭
数
も
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、

67
万
６
千
円
（
前
月
比
３
万
１
千
円
安
・
前
年
比
１
万
７
千
円
高
）
と
値
下
げ
で
推
移

し
ま
し
た
。

　

６
月
に
つ
い
て
は
、
出
回
り
頭
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
引
き
続
き
夏
分
娩

中
心
の
動
向
と
な
る
こ
と
に
加
え
、
暑
熱
期
の
輸
送
を
控
え
る
動
き
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
初
妊
牛
相
場
に
つ
い
て
は
、
弱
含
み
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

主な行事
６月
１日　理事会
８日　牛乳月間キャンペーン県庁訪問
12日　さいだいじ酪農組合総会
15日　備南酪農組合総会
18日　管理職会議
22日　第14回通常総会・臨時理事会
26日　おからく女性部全体交流会
30日　理事会・畜魂祭
７月
６日　蒜山地区酪農組合総会
８日　岡山県酪農政治連盟総会
９日　全国酪農青年女性発表大会

（～10日）
15日　びほく酪農組合総会
17日　おかやまホルスタイン改良同志会

総会
21日　おかやま酪農ヘルパー利用組合

総会
22日　岡山県全共出品対策協会総会
23日　管理職会議
31日　理事会
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